
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

二

七

五

号

海
洋
資
源
生
物
の
保
存
に
対
す
る
政
府
の
見
解
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

浅

野

貴

博

275



海
洋
資
源
生
物
の
保
存
に
対
す
る
政
府
の
見
解
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
七
第
一
八
一
号
）
に
は
、
「
ロ
シ
ア
連
邦
の
法
令
に
違
反
し
て
行
わ
れ
る
水
産
物
の
漁

獲
及
び
輸
出
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
が
自
国
の
法
令
に
基
づ
く
取
締
り
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

と
も
に
、
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
等
の
観
点
か
ら
、
我
が
国
と
し
て
も
必
要
な
協
力
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
ロ
シ
ア
側
と
の
間
で
様
々
な
意
見
及
び
情
報
の
交
換
を
行
っ
て
き
て
い

る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
、
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
が
披
歴
さ
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま

え
、
質
問
す
る
。

一

「
政
府
答
弁
書
」
に
は
「
ロ
シ
ア
連
邦
の
漁
船
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
三
月
ま
で
は
、
貨
物
税
関
申
告
書
と
と
も
に

『
ポ
ー
ト
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
』
も
積
出
証
明
書
と
し
て
取
り
扱
っ
て
き
た
が
、
我
が
国
政
府
と
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
と
の
間
で
協

議
を
行
っ
た
上
で
、
同
年
四
月
以
降
は
、
貨
物
税
関
申
告
書
の
み
を
積
出
証
明
書
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
」
と
、
外
国
人
漁
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
「
外
規
法
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
二
年
四

月
以
降
、
ポ
ー
ト
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
（
Ｐ
Ｃ
）
で
は
な
く
貨
物
税
関
申
告
書
（
Ｇ
Ｔ
Ｄ
）
が
積
出
証
明
書
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
政
府
、
特
に
水
産
庁
と
し
て
、
Ｇ
Ｔ
Ｄ
の
真
偽
に
つ
い
て
は
、
逐
次
ロ
シ

一



ア
側
に
照
会
を
し
て
い
る
も
の
と
承
知
す
る
が
、
ど
の
様
な
方
法
で
ロ
シ
ア
側
と
確
認
し
て
い
る
の
か
、
説
明
を
求
め
る
。

二

Ｇ
Ｔ
Ｄ
を
積
出
証
明
書
と
し
て
取
り
扱
い
、
ロ
シ
ア
側
に
逐
次
照
会
す
る
こ
と
と
な
り
、
手
続
き
が
煩
雑
化
し
た
こ
と

で
、
事
実
上
我
が
国
へ
の
入
港
規
制
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
と
等
し
い
状
況
が
生
じ
た
。
結
果
、
そ
れ
以
降
我
が
国
に
入
港
す

る
ロ
シ
ア
漁
船
の
数
は
大
幅
に
減
少
し
、
そ
の
漁
船
は
韓
国
へ
向
か
う
と
い
う
状
況
も
生
じ
た
。
ま
た
更
に
、
第
三
国
の
船

籍
を
持
つ
船
が
大
幅
に
増
え
、
漁
船
に
よ
る
漁
獲
と
運
搬
船
に
よ
る
運
送
と
い
う
分
担
が
な
さ
れ
、
我
が
国
と
韓
国
に
対
し

ロ
シ
ア
水
産
物
の
運
搬
が
行
わ
れ
、
ロ
シ
ア
の
極
東
海
域
に
お
け
る
水
産
物
の
漁
獲
量
を
増
や
し
、
資
源
保
存
に
逆
行
す
る

事
態
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
事
態
も
生
じ
た
。
Ｐ
Ｃ
か
ら
Ｇ
Ｔ
Ｄ
へ
と
い
う
「
外
規
法
」
適
用
の
変
化
に

よ
り
、
右
の
一
連
の
流
れ
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
政
府
、
特
に
水
産
庁
の
見
解
如
何
。

三

Ｐ
Ｃ
か
ら
Ｇ
Ｔ
Ｄ
へ
と
い
う
「
外
規
法
」
適
用
の
変
化
、
つ
ま
り
、
ロ
シ
ア
漁
船
が
「
外
規
法
」
適
用
の
対
象
外
と
な
る

か
否
か
を
確
認
す
る
際
に
使
わ
れ
る
書
類
が
、
Ｐ
Ｃ
か
ら
Ｇ
Ｔ
Ｄ
へ
と
変
更
さ
れ
、
そ
し
て
政
府
は
一
で
指
摘
し
た
よ
う

に
、
Ｇ
Ｔ
Ｄ
の
真
偽
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
側
に
照
会
を
し
て
い
る
。
右
は
、
政
府
と
し
て
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
一
方
的
な
情
報
に

基
づ
い
て
右
確
認
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
法
治
国
家
、
独
立
国
家
が
行
う
行
政
手
続
き
と
し
て
は
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
の
か
。
政
府
、
特
に
水
産
庁
の
見
解
如
何
。

二



四

Ｐ
Ｃ
か
ら
Ｇ
Ｔ
Ｄ
へ
と
い
う
「
外
規
法
」
の
適
用
の
変
化
に
よ
り
、
従
来
な
ら
至
近
距
離
に
あ
る
我
が
国
に
寄
港
し
、
水

産
物
を
降
ろ
し
て
い
た
ロ
シ
ア
の
漁
船
が
韓
国
に
向
か
う
事
態
が
結
果
的
に
生
じ
た
が
、
政
府
、
特
に
水
産
庁
と
し
て
、
右

を
想
定
し
て
い
た
か
。

五

前
文
で
触
れ
た
よ
う
に
、
「
政
府
答
弁
書
」
で
政
府
は
「
ロ
シ
ア
連
邦
の
法
令
に
違
反
し
て
行
わ
れ
る
水
産
物
の
漁
獲
及

び
輸
出
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
が
自
国
の
法
令
に
基
づ
く
取
締
り
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」

と
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
密
漁
、
密
輸
の
問
題
は
、
ロ
シ
ア
自
身
の
問
題
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
ロ
シ
ア
が
解
決
す
べ
き
問
題

で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
「
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
等
の
観
点
か
ら
、
我
が
国
と
し
て
も
必
要
な

協
力
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
」
と
、
我
が
国
の
国
益
の
観
点
か
ら
も
、
ロ
シ
ア
と
協
力
し
て

い
く
必
要
性
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
政
府
は
触
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｃ
か
ら
Ｇ
Ｔ
Ｄ
へ
と
い
う
「
外
規
法
」
の
適
用

の
変
化
に
よ
り
、
二
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
ま
た
第
三
国
の
船
籍
を
持
つ
船

の
出
現
を
促
し
た
こ
と
で
、
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
取
り
締
ま
り
を
困
難
と
し
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
密
漁
、
密
輸
問
題
の
解
決

を
も
困
難
に
さ
せ
る
と
い
う
、
所
期
の
目
的
と
全
く
逆
行
す
る
結
果
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
政
府
、
特
に
水
産
庁
の

見
解
如
何
。

三



右
質
問
す
る
。

四


